



































































































































明治　38 1，207，108 70，878 58．7 631，989 32，574 51．5
39 1，408，602 94，587 67．1 655，001 37，855 57．7
40 1，636，536 108，663 66．4 692，880 41，969 60．6
41 1，777，675 101，738 57．2 765，059 37，316 48．8
42 2，025，466 107，322 52．9 715，182 32，027 44．8
43 2，235，760 123，004 55．0 758，813 35，623 46．9
44 2，398，314 129，274 53．8 824，225 37，907 45．9
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明治29年下 50，000 14，000 0 14，000 1，630 14，464887．3 44
30年上 50，000 18，000 5 18，005 5，028 18，555 369．0851
下 50，000 26，00091 26，091 29，024 48，223 166．1 1，449
33年上 100，000 50，0001，502 51，502 24，4745，784 309．7 4，509
下 100，000 58，0001，902 59，902 32，564 102，63815．2 5，116
36年上 100，000 74，0004，402 78，402 21，506 95，366443．4 4，561
下 100，000 74，0004，902 78，902 32，642103，280316．4 4，424
39年上 100，000 74，0007，500 81，500 31，158109，272350．7 5，723
下 100，000 74，0008，000 82，000 51，410 139，207270．8 7，102
42年上 100，00082，00011，00093，000 50，1141，358282．1 7，546
下 100，00082，00011，50093，500 65，238 161，41624 ． 7，723
45年上 100，00082，00013，20095，200 69，982 165，435236．4 5，017
下 100，00082，00013，50095，500102，242 198，11493．8 5，335
〔備考〕　（1）各期r小鹿野銀行営業報告書』により作成。
　　　（2）円以下切り捨て。
れよう。また、両神村薄からは19人が出資しているが、この地には改伸社が存立していることからそ
の関係からの出資とみなすことができる。
　以上のような経過をへて小鹿野銀行は設立されたが、その経営状況はどうであったろうか。かかる
点を第8表から分析することにしよう。まず、資本金は当初5万円（1株25円、2，000株）でスター
トしたが、早くも明治32年下半期には10万円（1株50円、2，000株）に増資された。しかし、資本金
の払込状況は設立時から順調とは言いがたく、30年下半期に至っても2万6，000円と公称資本金の半
分ほどしか払込まれていない。これは、小鹿野銀行「定款」第9条に記載されている如く、株金払込
が明治33年3月31日迄の計8回に分割されているからである。おそらく、弱小株主に経済的便宜をあ
たえていたためと思われる。一方、積立金は明治33年頃から順調に積立てられるようになり、毎期300
～500円が着実に積立てられ45年下半期には1万3，500円に及んだ。したがって、これに比例して自己
資本も増加している。つぎに、預金についてみると、30年下半期には2万9，024円であったのが45年
下半期までに10万2，242円と約3．5倍の増加をしめした。しかし、総預金が自己資本を上回るのは、45
年上半期まで（30年下半期を除く）皆無であり、運用資金を株主からの出資金に大きく依存する典型
的な明治期の地方銀行のパターンを示している。さて、その貸出金であるが、これは30年下半期に4
万8，223円であったのが45年下半期には19万8，114門と約4．2倍に増加し、活発な資金需要があったこ
とを裏づけている。また、貸付金の増加率4．2倍は預金のそれ（3．5倍）をも上回っており、その結
果、預貸率も200～300％と高いオーバー・ローソの様相を呈することになった。
　以上、小鹿野銀行の経営内容を概略したが、明治期を通して資金需要はかなり高かったことを知る
ことができた。それでは小鹿野銀行は如何なる階層から貸付資金を集め、如何なる階層に貸出したの
だろうか。また、改伸社には如何なる資金的援助をしたのか。以下、そうした点を中心に資金源泉と
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資金運用を詳細に分析することにしよう。
　注
1）小鹿野町誌編集委員会『小鹿野町誌』555頁、昭和51年。
2）　戸井昌造『秩父事件を歩く一困民党の風土と人一』268頁、昭和53年。
3）　前掲『小鹿野町誌』520頁、554～556頁。
4）「小鹿野町銀行類似営業社設立願並二指令ノ件」（埼玉県行政文書『勧業部』明治16年）。
5）　同上。
6）　竹澤正武著『日本金融百年史』137頁、昭和43年。
7）　明治18年1月29日に埼玉県令から出された『管下令達』によれば、「近来農家ノ困難ヲ救済シ低利ノ貨附
　　金ヲ為スヲ名トシ種々ノ会社ヲ結立シ株券ヲ発行シ或ハ会社ノ名ヲ用井ズー個人二於テ地券ヲ預リ資金ヲ
　　醸會スル等ノ方法ヲ以テ同盟加入ヲ促シ予約金ヲ先収シテ自救ノ策トナス者往々之レアルヤノ趣二相聞へ
　　候処右等人民ヲ唆カシ賠計ヲ逞シフスル者ハ素．Hリ刊法ノ処罰ヲ免カレサルハ勿論ノ儀二候得トモー且騙
　　瞳ノ策二陥リ候テハ其損失償ナフヘカラサル儀二候条厚ク注意致スヘシ」と警言されているように、詐欺
　　まがいの銀行類似会社も相当設立されていたようである。（埼玉県行政文書『管下令達・管下諭達（明治’
　　18年）』）。
8）「発起重要記録」（埼玉銀行寄贈資料『創業総会決議録他（明治29年8月13日）』、埼玉県文書館蔵）。
9）　小鹿野銀行「株式会社小鹿野銀行発起二関スル調査（明治29年6月3日）」（埼玉県行政文書「小鹿野町小
　　鹿野銀行設立免許訂正書、その他」、『勧業部・銀行』（明治29年）所収）。
10）　秩父銀行は秩父郡で最も古く、明治27年5月、大宮町に資本金5万円で設立された。この銀行は、大森喜
　　右衛門（頭取）をはじめとして、柿原万蔵・柿原定吉・福島源之助、前田徳平（以上取締役）らの絹織物
　　買継商によって役員が構成され、とくに大森喜右衛門を中心に活発な織物金融が展開された。また、当時
　　秩父絹織物の買継ぎは、大森・柿原の2大手でほとんど独占しており、大森色の濃い秩父銀行に対し、西
　　武商工銀行（明治32年、野上銀行から改称……筆者）は柿原系として併立したといわれている。（埼玉銀
　　行史編集委員会『埼玉銀行史』82～85頁、昭和43年）。
11）『小鹿野銀行定款（明治29年8月28日）』第20条（埼玉県行政文書『勧業部・銀行』（明治29年）所収）。
12）　「創業創会決議録」（前掲『創業総会決議録他』所収）。
13）　小鹿野銀行『第1回営業報告書』2～3頁。
14）　武毛銀行は国神銀行の後身であり、明治35年に武毛銀行に資本金15万円で改称した（前掲『埼玉銀行史』
　　84頁）。
15）　国神銀行は明治32年12月に資本金20万円（内、払込5万円）で秩父郡国神村に設立された。しかし、景気
　　の下降と役員間の勢力争い等により武毛銀行に改称された（前掲『埼玉銀行史』84頁）。
一348一
